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金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
が
掲
げ
た
重
要
業
績
評
価
指
標
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
（
Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）
は
岸
田
政
権
（
当
時
）
が
掲
げ
た
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
の
目
玉
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
昨
年
官
民
一
体
で
設
立
さ
れ
た
認
可
法
人
で
あ
る
。
Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
事
業
は
、
金
融
経
済
教
育
を
通
じ
て
国
民
の

安
定
的
な
資
産
を
形
成
す
る
と
い
っ
た
、
国
民
に
と
っ
て
非
常
に
関
心
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
と
重
要
性
は
十
分

に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
四
年
十
月
に
解
散
し
た
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
三
年
に
一
度
、
十
八
歳
以
上
七

十
九
歳
以
下
の
個
人
を
対
象
に
、
お
金
や
金
融
に
関
す
る
知
識
あ
る
い
は
行
動
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
直
近
の
二
〇
二
二
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
よ
る
と
、
金
融
経
済
教
育
を
行
う
べ
き
と
思
う
と
回
答
し
た
者

が
約
七
十
二
％
存
在
す
る
一
方
、
学
校
、
大
学
、
勤
務
先
に
お
い
て
金
融
経
済
教
育
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
受
け
た
と
認
識
し
て
い
る
者
の
割
合
は
全
体
の
約
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
調
査
項
目
は
、
日
米
比
較
が
可

能
な
項
目
に
な
っ
て
お
り
、
米
国
の
場
合
は
約
二
十
％
と
、
我
が
国
の
数
字
が
大
き
く
劣
後
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
金
融
経
済
教
育
を
多
く
の
人
に
届
け
る
べ
く
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
自
身
が
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
・

目
標
と
し
て
、
講
師
派
遣
に
お
け
る
「
年
間
実
施
回
数
一
万
回
」
お
よ
び
「
年
間
参
加
人
数
七
十
五
万
人
」
を
掲
げ
た
こ
と
は



 

２ 

 

公
表
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
二
四
年
度
に
お
け
る
第
三
四
半
期
（
設
定
期
間
の
七
十
五
％
）
が
経
過
し
た
時
点
に
お
け
る
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
達
成
状
況
は
年
間
実
施
回
数
三
千
七
百
回
（
達
成
率
三
十
七
％
）
お
よ
び
年
間
参
加
人
数
二
十
二
万
五
千
百
九
十
一
人

（
達
成
率
三
十
％
）
と
大
幅
に
未
達
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
に
は
国
民
が
収
め
た
税
金
が
原
資
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
政
府
予
算
か
ら
、
一
億
五
千
万
円
の
補
助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
質
問
を
す
る
。 

一 

金
融
庁
か
ら
示
さ
れ
た
年
間
の
講
師
派
遣
の
実
施
回
数
見
込
み
は
四
千
八
百
十
二
回
で
あ
る
が
、
二
〇
二
四
年
度
の
確
定

回
数
お
よ
び
年
間
参
加
人
数
の
確
定
数
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
限
り
示
さ
れ
た
い
。
確
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
把
握
し

て
い
る
見
込
み
数
を
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 

二 

二
〇
二
四
年
度
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標
に
対
す
る
実
績
は
半
数
程
度
の
達
成
率
で
あ
る
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標
に
対
し
て
大
幅
に
未

達
と
な
っ
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。 

三 

二
〇
二
五
年
度
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標 

 

１ 

Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
二
〇
二
五
年
度
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標
に
つ
い
て
は
昨
年
度
と
同
数
の
年



 

３ 

 

間
実
施
回
数
一
万
回
と
年
間
参
加
人
数
七
十
五
万
人
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
度
は
大
幅
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・

目
標
未
達
で
あ
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
何
を
改
善
し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標
達

成
を
成
し
遂
げ
さ
せ
る
の
か
、
政
府
に
お
け
る
具
体
的
な
監
督
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

国
か
ら
の
補
助
金
一
億
五
千
万
円
の
中
で
も
、
職
域
向
け
講
師
派
遣
事
業
費
に
最
も
多
く
の
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
七
年
四
月
四
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、
加
藤
大
臣
よ
り
「
よ
り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
る
よ
う
、
金
融
機
関
、
企
業
、
教
育
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
さ
ら
に
、
今
労
働
組
合
の
お
話

も
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
様
々
な
団
体
に
対
し
て
共
催
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
」
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
臣
の
発
言
を
踏
ま
え
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
標
達
成
に
向
け

て
二
〇
二
五
年
度
に
企
業
へ
何
社
、
教
育
機
関
へ
何
校
、
地
方
公
共
団
体
や
労
働
組
合
へ
何
団
体
に
依
頼
を
出
す
計
画
で

あ
る
の
か
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
限
り
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


